
平成2８年度

学校評価　集計結果とまとめ　総括

 この「総括」は、学校評価に答えていただいた全ての協議委員、保護者、教

職員の回答を項目ごとにまとめ、平均値をチャート化して表したものです。 

 詳しくは、別配の「平成2８年度 学校評価 集計結果とまとめ」をご覧く

ださい。 



※≪≫内のＱ番号は「平成２８年度　学校評価　集計結果まとめ｣の冊子の
　Ｑ番号と対応しています。
※★印は、昨年度の同項目の評価値です。
※回答１・２(プラス評価)の平均を基に、
　5:90%以上、4:80%以上、3:60～80%、2:40～60％、1:40%以下
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 授業者支援会議は3年目を迎えて定着し、充実してきたとの

声が挙がりました。授業課題の指摘もあるので、会議等で得た

成果を日々の授業改善に生かせるように努めます。 

 オープンライブラリーについては、昨年度に増して、高い評

価をいただきました。保護者の方の図書館アテンダントへの御

協力も、大変好評でした。ありがとうございました。 

 タブレット端末は、場面による効果的なＩＣＴの使い分けの

周知を図っていきます。 

 宿泊防災訓練等、新たに取り組んだ内容を含め、どの項目に

ついても、高い評価をいただきました。ですが、昨年度に引き

続き、万一の事故や災害を意識し、施設面のさらなる改善を求

める声や、避難訓練のより現実的な実施についての意見は多く

挙げられました。全校でのより安全な対応方法、及び再発防止

に向けての注意事項の周知徹底とともに、改善可能な点につい

ての方向性の検討を、引き続き進めていきます。 

 保健・緊急対応システムは、両部門の把握面で評価をいただ

いた反面、スムーズな対応について厳しい御意見も挙げられま

した。皆様に安心していただけるよう、改善に努めます。 

 アレルギーについては、二度と同じような事故を起こさない

よう、ダブルチェック体制や意識化の徹底を図ります。 

 医療的ケアは、付き添いや実施者の増加への要望が挙げられ

ました。都方針を踏まえ、安心・安全に進められるよう、校内

体制を整えていきます。御協力をお願いいたします。 

 Ｓ部門の教員と学校介護職員の協働については、一定の評価

をいただきました。引き続き教職員間で連携を図り、指導方針

等についての共通理解が得られるよう努めます。 

 引き続き、外部専門家や外部専門員への保護者の期待は高い

ので、アセスメントの結果を日常の指導に効果的につなげられ

るようにするとともに、アセスメントを受けた指導の方向性を

保護者へきちんとお伝えできるよう、努めます。 

 個人端末等の活用については、効率化・合理化が進んだとの

意見が挙げられた反面、業務システムについては様々な意見が

挙げられました。引き続き、課題の解決と業務内容の整理に努

めます。 

 体罰については、不快に感じる言葉遣いや行動を見たことが

あるとの御指摘がありました。引き続き、週に一度の学部間で

行う情報交換を通して改善に努めるとともに、教職員間の共通

理解を深めていきます。 

 ホームページについては様々な御意見がありましたが、フェ

イスブックによる学校の様子の随時掲載には高評価をいただき

ました。今後も、スピーディな情報提供に努めます。 

 電話回線については御迷惑をおかけしましたが、3月より2

回線増設されることになりました。御活用ください。 

 電話対応や挨拶、身なりについても様々な御指摘をいただき

ました。気持ちよく学校生活を送っていただくために、引き続

き教職員の接遇マナーの徹底と向上に努めていきます。 

 Ｎ部門中学部の3学年が揃い、鹿本学

園３年目にして両部門全学部揃っての初

めての活気あふれる１年間となりました。

全体的な評価としては高い評価をいただ

き、昨年度からの改善も見られましたが、

今年度は、特に保護者と教員から、細か

い点での要望や、より良い学校にするた

めの改善案という意見が、昨年度に増し

て多く挙げられました。 

 物理的、現実的に改善の難しい内容も

ありましたが、皆様からいただいた御意

見は、より良い学校運営を実現させるた

めに有効に活用できるように努めてまり

ます。改善した点や内容については、

『学びの虹』や『保護者会』等で、随時

お伝えできるようにしていきます。御確

認いただければ幸いです。 

 教職員一同、この結果をもとに一丸と

なって、より一層の教育の充実に、邁進

して参ります。ありがとうございました。 

 日々の授業(指導)を受け、｢できることが増えた｣｢成長を感

じる｣という声を、多くいただきました。児童・生徒本人や保

護者の要望を受け止めながら、今後もさらに充実した指導を

展開できるよう、研究や検討を進めていきます。 

 Ｎ部門中学部の教育課程については、今年度初めて3学年が

揃い、卒業に向けての進路指導等を進める中で、課題も見え

てきました。定期的な見直しを行いながら、より良い教育課

程の開発に努めます。 
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